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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第１四半期
連結累計期間

第62期
第１四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円) 1,600 1,706 6,944

経常利益 (百万円) 206 247 1,115

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
(百万円) 127 163 761

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 101 168 773

純資産額 (百万円) 10,517 11,014 11,020

総資産額 (百万円) 12,231 12,703 12,982

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 20.40 26.11 121.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 86.0 86.7 84.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として個人消費は力強さに欠けるものの、企業収益や雇

用環境の改善がみられ、国内景気は緩やかながら回復基調にありました。その一方で、海外では米国の政策動向の

行方、中国ほかアジア新興諸国の経済の先行き、また各種地政学的リスク等による懸念材料を抱えており、依然と

して先行き不透明な状況が続きました。

　このような状況のなか、当社グループ（当社及び当社の子会社）は、付加価値の高い新商品の積極的な投入のほ

か、全国での講習会、展示会を通じての新たな清掃システムの提案、また引き続き代理店販売の拡充等に努めてま

いりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,706百万円（前年同四半期比6.6％増）、営業利益240

百万円（前年同四半期比28.9％増）、経常利益247百万円（前年同四半期比19.7％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益163百万円（前年同四半期比28.0％増）となりました。

　また、品目別の販売実績は、次のとおりであります。

　「清掃機器」については、大手レンタル業者向けに搭乗式大型清掃機の販売が堅調であったこと等から、326百

万円（前年同四半期比29.1％増）となりました。

　「洗浄機器」については、コンシューマー向けの小型スチーム機器の販売が好調だったこと等から、739百万円

（前年同四半期比8.9％増）となりました。

　「その他」については、パーツ等の売上が減少したため、640百万円（前年同四半期比4.3％減）となりました。

　なお、当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べて278百万円減少し、12,703百万円

となりました。減少の主な要因は、商品が40百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が194百万円、繰延税金

資産が78百万円、現金及び預金が40百万円減少したこと等によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末と比べて272百万円減少し、1,688百万円となりました。減少の主な要因は、未払

法人税等が253百万円減少したこと等によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末と比べて6百万円減少し、11,014百万円となりました。この結果、自己資本比

率は86.7％となりました。

 

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、14,923千円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,266,000 6,266,000
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数は100株であり
ます。

計 6,266,000 6,266,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年６月30日 － 6,266 － 2,077,765 － 2,402,232

 

(6)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

1,200

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,262,200
62,622

完全議決権株式であり、権利内容に何
ら限定のない当社における標準となる
株式
単元株式数は、100株であります。

単元未満株式
普通株式

2,600
－ －

発行済株式総数 6,266,000 － －

総株主の議決権 － 62,622 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が78株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）      

蔵王産業株式会社 東京都江東区毛利１丁目
19－５

1,200 － 1,200 0.0

計 － 1,200 － 1,200 0.0

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,742,387 3,702,283

受取手形及び売掛金 ※２ 1,903,691 ※２ 1,709,517

有価証券 1,199,993 1,199,956

商品 807,269 847,367

繰延税金資産 83,022 41,191

その他 47,759 61,175

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 7,783,824 7,561,192

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,545,814 1,528,429

土地 ※１ 3,199,869 ※１ 3,199,869

その他（純額） 43,518 41,640

有形固定資産合計 4,789,203 4,769,939

無形固定資産   

その他 20,603 19,820

無形固定資産合計 20,603 19,820

投資その他の資産   

投資有価証券 128,200 128,200

繰延税金資産 199,169 162,321

その他 61,123 61,765

貸倒引当金 △90 △90

投資その他の資産合計 388,402 352,197

固定資産合計 5,198,210 5,141,957

資産合計 12,982,034 12,703,149

 

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

 7/16



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 223,093 188,123

未払法人税等 267,223 13,898

賞与引当金 104,786 52,803

商品保証引当金 9,000 8,200

その他 357,997 537,686

流動負債合計 962,099 800,711

固定負債   

退職給付に係る負債 510,547 521,442

役員退職慰労引当金 248,950 124,920

再評価に係る繰延税金負債 ※１ 172,407 ※１ 172,407

その他 67,213 69,421

固定負債合計 999,118 888,191

負債合計 1,961,218 1,688,902

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,077,765 2,077,765

資本剰余金 2,402,232 2,402,232

利益剰余金 8,711,441 8,699,582

自己株式 △1,131 △1,131

株主資本合計 13,190,307 13,178,448

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 5,070 10,360

土地再評価差額金 ※１ △2,174,561 ※１ △2,174,561

その他の包括利益累計額合計 △2,169,491 △2,164,201

純資産合計 11,020,816 11,014,247

負債純資産合計 12,982,034 12,703,149
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,600,815 1,706,463

売上原価 765,562 807,775

売上総利益 835,253 898,687

販売費及び一般管理費 649,002 658,642

営業利益 186,251 240,045

営業外収益   

受取利息 410 229

受取配当金 3,163 3,814

為替差益 8,988 17

不動産賃貸料 2,992 2,587

その他 5,202 1,510

営業外収益合計 20,756 8,159

営業外費用   

売上割引 85 444

営業外費用合計 85 444

経常利益 206,922 247,759

税金等調整前四半期純利益 206,922 247,759

法人税、住民税及び事業税 51,000 7,890

法人税等調整額 28,145 76,316

法人税等合計 79,145 84,206

四半期純利益 127,776 163,553

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 127,776 163,553
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 127,776 163,553

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 △26,286 5,289

その他の包括利益合計 △26,286 5,289

四半期包括利益 101,490 168,842

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 101,490 168,842

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第１四半期連結会計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

蔵王産業株式会社(E02779)

四半期報告書

11/16



（四半期連結貸借対照表関係）

※１　土地の再評価

　土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行

い、再評価差額金を純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価を

基準に合理的な調整を行い算出

・再評価を行った年月日

平成13年３月31日

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

再評価を行った土地の期末におけ
る時価と再評価後の帳簿価額との
差額

△1,076,868千円 △1,018,583千円

 

※２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 115,204千円 138,933千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 15,942千円 22,277千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 194,206 31.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 175,412 28.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

　当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

　当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 20円40銭 26円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 127,776 163,553

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
127,776 163,553

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,264 6,264

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月10日

蔵王産業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神宮　厚彦　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩瀬　弘典　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王産業株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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